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ＪＲ東海労ニュース

私たちは、会社に改善を求め申し入れてきました！
抜本的ハード対策を行ってこなかったのは、

ＪＲ東海経営陣ではないか！

名松線無人走行＝設備改善を怠ったてきた会社の責任は重い！

なぜ運転士のみの責任追求なのか！冗談じゃない！
これでは真の安全確立とは言えない！運転士を書類送検！
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ＪＲ東海労働組合

８月６日、三重県警は、今年４月に発生した、名松線・家城

駅での、車両無人走行事故に対して、当該運転士を業務上過失

往来危険容疑で書類送検しました。

私たちは、ハード対策・設備改善を怠ってきたＪＲ東海経営

陣の責任を棚に上げ、運転士のみに責任を押し付けるこのよう

な対応には反対です。私たちは、運転士に全く責任がないと言

うつもりはありません。ただ、個人の責任追及のみで、真の安

全確立はなしえないと考えているのです。

今回の事故は、３年前に同じ場所で発生した無人走行事故を

教訓に、考えられるすべての対策・設備改善を実施していれば

防げたはずです。そのことを怠った会社の管理責任にこそ、メ

スを入れるべきです。万が一、ヒューマンエラーが発生しても、

車両が無人で走行しないような対策を講じていれば、２度目の

事故は防げたのです。会社は、抜本的な対策を怠ってきたので

す。むしろ責任を問われるとしたら、設備改善を怠ってきた経

営陣ではないでしょうか。
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